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1. はじめに 

超短パルス光を用いた応用技術として、光コヒーレンストモグラフィ(OCT: Optical coherence 

tomography)が盛んに研究されている。測定深さ方向に対して 5 m 以下の分解能を持つものは、

超高分解能 OCT(UHR-OCT: Ultrahigh resolution - OCT)と呼ばれている。UHR-OCTには低ノイズか

つ広帯域で連続なスペクトルを持つスーパーコンティニューム(SC: Super continuum)光を光源と

して用いる。従来は波長 0.8 mや 1.0 m中心の OCTが多かったが、近年では、水の吸収の極小

点があり散乱の影響が少ない 1.7 m帯 OCTが高侵達化のため研究されている 1, 2)。 

本研究では、近年可飽和吸収体としての応用が研究されている単層カーボンナノチューブ

(SWNT)を用いた高繰り返し周波数超短パルスファイバレーザ共振器を開発し、高出力SC光源を

実現した3)。さらに高出力SC光源を用いてUHR-OCTの高感度・高侵達化を実現したので報告する。 

 

2. 実験 

 本研究で構築した高出力 SC 光生成システムを Fig.1 に

示す。SWNT を用いたファイバレーザ共振器は 110 MHz

の高繰り返し周波数で超短ソリトンパルスを出力する。超

短ソリトンパルスは高非線形ファイバ (HNLF: highly 

nonlinear fiber)を伝搬中に SC 光となる。SC 光の平均出力

は 40 mWで、従来の SC光源に比べて高出力化が達成され

ている。SC 光のスペクトルはガウス型に近いものが得ら

れた。高出力SC光を用いたOCT計測では空気中で 5.7 m, 

生体中(n=1.38)で 4.1 mの超高分解能性を持っていた。 

 Fig.2 に高出力 SC 光源と従来光源で撮影したハムスター

の頬袋の OCT像をそれぞれ示す。高出力 SC 光源を用いる

ことで高コントラストな OCT像を取得できた。 
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Fig.1 Experimental setup of SC generation  

WDM: wavelength division 

multiplexer; 

PC: polarization controller 
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Fig.2 UHR-OCT images of hamster’s cheek pouch 

measured by (a) developed SC source with  

110 MHz rep. rate and (b) 47 MHz rep. rate. 

(a) (b) 

第 60 回応用物理学会春季学術講演会　講演予稿集（2013 春　神奈川工科大学）

Ⓒ 2013 年　応用物理学会

29a-A2-9

03-102


